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事 業 報 告 用 
 

 

 

特定非営利活動法人地球の友と歩む会 

 

１ 事業の成果 

インド共和国では、貧困農家や女性を対象とした農作物の販売支援として農作物の加工研修等の実施、

貧困家庭の子供を対象とした教育ローンや生活ローンの実施状況の監督やアドバイスなどを行った。 

インドネシア共和国では、マングローブの植林、貧困農村地域の子供を対象とした栄養改善や通学バッ

ク支援、貧困農家のモニタリング調査、水道のアクセス改善などを行った。 

日本では、海外協力活動を身近に感じ、支援活動への積極的な参画を目的とした活動紹介、講演、イベ

ント、ボランティアの募集などを行った。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【9,598】千円） 
定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

海外協力 
事業 

 
支援事業【インド】 
 
 
①貧困農家の有機農業の支
援 
 
 
事業名称： 
有機農業に関する基盤整備
及び農村開発事業フォロー
アップ 
(事業は 2019 年 12 月 1 日～
2020 年 11 月 30 日に実施し
フォローアップを2020年 12
月 1日から開始) 
 
 
活動目的： 
農業研修で安定的に農産物
を生産できるようになった
が、農家が安定して農産物を
販売できるように支援を行
う。また第三者による事業評
価を行い、事業が適切であっ
たかの確認を行い、今後のフ
ォローアップを検討してい
く。 
 
 
活動計画： 
・事業評価（第三者による評
価活動） 
・現地視察によるモニタリン
グ 
・オンラインによる進捗確
認、指導アドバイス 

通年 

インド共

和国 

タミルナ

ドゥ州 

ディンデ

ィグル県 

サナルパ

ティ地区 

マンマラ

スパティ

村 

S・バラス

村 

１名 

インド共

和国 

タミルナ

ドゥ州 

ディンデ

ィグル県 

サナルパ

ティ地区 

マンマラ

スパティ

村 

S・バラス

村 

 

以上の 

2 ヶ村の

住人 

150 名 9,598 
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・オンラインによるフォロー
アップ 
・マーケッティング、販売促
進施策提案 
 
 
＜報告＞ 
計画進捗： 
フォローアップ活動内容：3
年間の事業終了後継続的な
農産物生産、加工品の販売が
可能になるように研修技能
訓練がおこなわれた。 
 
活動成果： 
オーガニックショップの運
営が継続的に出来るように
なった。またマサラ作り研
修、搾油（ピーナッツ、ごま、
ココナッツ）機械操作研修、
技術訓練を実施。ピーナッツ
オイル：380kg、ごま油：72
リットル、ココナッツオイ
ル：30kg,コリアンダーパウ
ダー：39kg、チリ―50kg レ
モンピクルス 5kg を生産し
た。マサラ作り研修１42名、 
搾油研修 142 名 
 
＊上記マサラ作り研修活動、
搾油機械操作研修・技術訓練
は庭野平和財団からの緊急
支援助成金事業としておこ
なわれたものである。＜助成
金 98 万円＞ 
 
＊3年間の事業の第三者によ
る事後評価は新型コロナ感
染症の拡大により行動が制
限されていたため事業評価
は中止された。 
 
 
 
②女性の職業訓練支援 
 
 
事業名称： 
収入向上のための研修、実習
事業フォローアップ 
 
 
 
活動目的： 
農業生産が減少し、特に女性
の現金収入の手段が少なく
困窮化を脱却するために新
たな現金収入に結び付く技
能研修を設ける。 
 
活動計画： 
上記①の事業のフォローア
ップの活動で併せてモニタ
リングをおこない、前年度研
修成果を踏まえて加工品生
産と販売をおこなう。 
 
＜報告＞ 
計画進捗：計画通り実施。 

通年 

インド共

和国 

タミルナ

ドゥ州 

ディンデ

ィグル県 

サナルパ

ティ地区 

マンマラ

スパティ

村 

S・バラス

村 

 

1 名 

インド共

和国 

タミルナ

ドゥ州 

ディンデ

ィグル県 

サナルパ

ティ地区 

マンマラ

スパティ

村 

S・バラス

村 

 

30 名 



 
 
 
活動成果： 
マサラ作りは SHG メンバー
28 名参加し、スパイス加工
はコリアンダーパウダー39
ｋｇ、チリ―パウダー39kg
を生産した。 
農産物搾油研修は SHG メン
バー3名が参加しピーナッツ
オイル 380kg ごま油 72 リッ
トル、ココナッツオイル 
30kg を生産した。 
 
①の事業と地域が近いため
研修等は同時期に実施した。 
 
 

以上の２

カ村にあ

る女性 

グループ

SHG に所

属するも

の 

 
③ＳＨＧによる教育ローン
運営支援 
 
 
事業名称： 
教育ローン・所得向上ローン
支援事業(2012 年開始) 
 
 
 
 
活動目的： 
高等教育ローン制度導入に
よる経済的支援。中学校まで
の進学率は 90％以上だが高
等教育への進学は経済的な
理由で諦めている農村家庭
の進学率を高める。教育ロー
ンを SHG で自己運営できる
までサポートを行う。 
 
 
活動計画： 
3地区の SHGによる教育ロー
ン運営が継続的におこなわ
れるためにマネージメント
面でのアドバイスをおこな
っていく。 
運営は SHG が行い、経費はロ
ーン返済金と銀行預け利子
で賄われる。 
 
 
＜報告＞  
計画進捗： 
 2 つの SHG(スリ・ムタラン
マン、アンナイ・ムタランマ
ン SHG）は適正な運営管理が
なされているが資金財源を
教育ローンの利子で賄うま
でには至っていない。 
 
新型コロナウイルス感染症
流行により出稼ぎ等の収入
源が絶たれ、ウタヤム連合で
は返済を滞納するメンバー
が出てきた。これを受けて、
パピナヤッケン村の SHG が
自発的に連合を脱退し新し

通年 

 

インド共

和国 

タミルナ

ドゥ州 

ディンデ

ィグル県 

ニラコタ

イ地区 

2 名 

インド共

和国 

タミルナ

ドゥ州 

ディンデ

ィグル県 

ニラコタ

イ地区 

 

3つのSHG

ウタヤム

連合、 

 

スリ・ム

タランマ

ン SHG、 

 

アンナ

イ・ムタ

ランマン

SHG 

 

パピナヤ

ッケンパ

ッティ連

合 

 

以上 4つ

53 名 

 



い SHG 連合を組織。新しい
SHG連合は銀行口座を開設し
ウタヤム女性連合とは別に
教育ローン管理を開始した
が、資金財源を教育ローンの
利子で賄うまでには至って
いない。 
 
管理運営面において現地NGO
からの報告書の内容面で不
備が散見されるので継続的
な運営のための検討をおこ
なった。 
 
活動報告：  
①ウタヤム連合： 
ローン残高：391,500 ルピー 
ローン利用者数 16 名 
返済人数（直近 3カ月）：75% 
グループ口座残高：109,656 ルピー 
グループ預金：実施なし 
 
②パピナヤッケンパッティ連合 
ローン残高：224,000 ルピー 
ローン利用者：13名 
グループ口座残高：65,130 ルピー  
返済人数率：53% 
グループ預金：実施なし 
 
③スリ・ムタランマン SHG 
ローン残高：517,000 ルピー 
ローン利用者数：12名 
返済人数率：100% 
グループ口座残高：97,552 ルピー  
グループ預金合計額：115,100 ルピー 
 
④アンナイ・ムタランマン SHG 
ローン残高：105,451 ルピー 
ローン利用者数：12名 
返済人数率：100% 
グループ口座残高 126,435 ルピー 
グループ預金口座残高：36,000 ルピー 
 
 

の SHG に

所属する

女性 

 
 
支援事業【インドネシア】 
 
①スンバ島での植林推進
（2015 年に開始） 
事業名称：緑化推進のための
マングローブ植林事業 
 
活動目的：荒廃した自然環境
の回復のため 
 
 
活動計画： 
マングローブの種 1,000 個
を既存のマングローブから
摘み取り、種から育苗。植林。
植林イベントの開催、植林後
の見回り、海岸のごみ拾い。
ラジオ放送や SNS による環
境保全啓発活動。 
 
 
＜報告＞ 
計画進捗： 

通年 

 

 

インドネシ

ア共和国 

 

スンバ島 

東スンバ県 

 

ワラキリ

海岸 

 

1 名 

インドネシ

ア共和国 

 

スンバ島 

東スンバ県 

 

ワラキリ

海岸の周

辺住民 

300 名 
 
 



既存のマングローブから種
を摘み取り、種から育苗し植
林した。新型コロナの影響で
当会職員の現地視察ができ
なかった。また、2022 年 3
月に予定していた日本から
の植林ボランティアを派遣
することができなかった。 
 
 
植林地のパダディタ海岸に
インドネシア政府が植林す
ることになり、ワラキリ海岸
（10 ㎞ほど南東方）に移動
した。育成していた苗木 100
本が盗難に遭った。これまで
何年も植林をしてきて初め
て。再発しないよう対策が必
要。 
 
活動成果： 
約 1,000 個の種を摘み取り
全て苗木に成長した。そのう
ち 100 本は盗難に遭い、残り
900 本はすでに植林済み。苗
木購入費用を削減できた。 
 
 
 
②スンバ島栄養改善支援 
 
事業名称： 
スンバ島農村部に暮らす村
人と子どもたちのための栄
養不足改善事業 
 
 
活動目的： 
東スンバ県農村部の貧困家
庭の栄養不足を改善する。ラ
イパンダック村をモデルの
事業地とし、様々な栄養素を
摂取できるよう野菜作り指
導の他、大豆作り、果樹の植
林、いけすでの魚の養殖を行
う。また、大豆や魚は加工品
作りも指導する。村で生産さ
れたものは販売して、村人の
収入源とし、事業継続の資金
にもする。 
 
 
活動計画： 
村で唯一の公共施設である
ライパンダック小学校を拠
点に事業を行う。学校の先生
方が全面的に協力をしてく
ださることになっている。ま
た、LIFE の支援者である栄
養を専門とする小児科医と
管理栄養士がプロジェクト
に参加する。事業で行うこと
は、有機野菜および大豆作
り、果樹の植林、有機肥料の
作成、いけすの建設、魚の餌
の作成、バイオガスを使った
調理場の建設、加工食品作
り、小学生および未就学児の
身体測定など。小学生とその

通年 

 

インドネシ

ア共和国 

 

スンバ島 

東スンバ県 

 

ライパン

ダック村 

 

 

1 名 

インドネシ

ア共和国 

 

スンバ島 

東スンバ県 

 

ライパン

ダック村 

に住む子

供とのそ

の家庭 

 

1000 人 



保護者、近隣住民が事業に参
加する。 
 
 
＜報告＞ 
計画進捗： 
畑、台所、バイオガス発生装
置を作った。有機農業研修を
行い村人たちが参加した。子
どもたちの身体測定をし、日
本人小児科医が子どもたち
の体格を把握した。収穫した
野菜を使って食事を作り、小
学校で児童に提供した。絵画
コンクールを開催し子ども
たちが学んだことを絵で表
現した。保護者向けに栄養指
導を行った。ラジオ MAX と
Zoom でつなぎ、管理栄養士
が調理指導をした。 
台風で実習農場の畑が流さ
れ、別の場所に畑を作り直し
た。川から遠くなったので水
道管を延長しなくてはなら
なかった。送金後材料費が値
上がりし、再度送金した。新
型コロナの影響で学校が
2021 年 9 月まで休校し、再
開後も分散登校のため対象
児童を全校児童約 100 名か
ら近隣の子ども（未就学児を
含む）26 名に変更した。新
型コロナの影響で日本から
小児科医の派遣ができなか
った。 
 
 
活動成果： 
村人たちが農業研修に参加
し野菜の作り方を学んだ。栽
培した野菜：小松菜、チンゲ
ン菜、白菜、空心菜、トマト、
インゲン、唐辛子、赤玉ねぎ。
当事業で建設した台所とバ
イオガス発生装置で村人た
ちが作った野菜を使った献
立を調理し子どもたちが食
べた。 
 
 
③スンバ島農村部の子ども
支援-1（2017 年に開始） 
 
事業名称：東スンバ県農村部
の子どもの教育環境改善事
業（5 年目） 
 
 
活動目的： 
東スンバ県農村部の低所得
家庭で通学用バッグを購入
できない子どもたちにバッ
グを配付し、学力向上・通学
意欲の継続を目指す。さらに
バッグ製作者である中部ジ
ャワの貧困世帯の主婦たち
の現金収入増加を目指す。 
 
活動計画： 

通年 

 

インドネシ

ア共和国 

 

スンバ島 

東スンバ県 

 

ジャワ島

中部ジャ

ワ県 

 

１名 

 

インドネシ

ア共和国 

 

スンバ島 

東スンバ県 

の農村に立

地する小学

校に通う貧

困家庭の児

童 

 
小学生 
2,000 名 

 
賃金を得
たジャワ
島の縫製
従事者 
約 15 人 

 
※事業累
計での通
学バッグ
を使用で
きる児童
数１万人 



スンバ島にて新しいデザイ
ンのバッグを考案する。中部
ジャワにて 2,000 個のバッ
グと昨年度作り終わらなか
ったバッグ 965 個を製作す
る。 
 
 
 
＜報告＞ 
計画進捗： 
中部ジャワにて 5 年目の予
定製作数2,000個および4年
目に新型コロナの影響で作
れなかった 965 個を製作し、
スンバ島へ発送した。 
 
2021 年 9 月までスンバ島の
小学校が休校し再開後も分
散登校で通常通りに戻って
いないため、バッグは東スン
バ県教育局で保管している。 
 
 
活動成果： 
従来の製作者に加えて新型
コロナの影響で職を失った
男性たちが材料の搬入や出
来上がったバッグの梱包な
ど力仕事を担った。参加者が
賃金を受け取った。5年間で
出来上がったバッグは 1 万
個。スンバ島では学校が休校
しバッグを渡せていないが、
この5年間で1万人の子ども
たちがバッグを受け取る。 
 

の２ヶ所 

 

 

ジャワ島

中部ジャ

ワ県の貧

困家庭を

中心とし

た女性グ

ループと

その家族 

 

および新

型コロナ

で失職し

た男性と

その家族 

 

 
④スンバ島農村部の子ども
支援-2 
 
事業名称： 
東スンバ県農村部の子ども
たちの絵本寄付事業（2016
年開始） 
 
 
活動目的： 
スンバ島の子どもたちは小
学校に入学するまで文字に
接する機会がほとんどない。
小学校に入学して勉強とし
て学ぶ文字は難しく、授業に
興味が持てない。日本のカラ
フルな絵本で文字に親しむ
ことにより学校での授業を
スムーズに受け入れること
ができ、学力が向上する。 
 
 
活動計画： 
切り貼りボランティアが増
えているので LIFE で絵本を
用意するのではなく参加者
各自で絵本を用意してボラ
ンティアに参加していただ
くやり方に切り替える。一度
ご縁のあったボランティア
の方々に継続して LIFE の活

通年 

インドネシ

ア共和国 

 

スンバ島 

東スンバ県 

 

１名 

絵本製作 

ボランティ

ア参加： 

日本国 

 

絵本受取： 

インドネシ

ア共和国 

スンバ島 

ワインガ

ップ市周

辺児童お

よび農村

地域に所

在する小

学校児童 

 

 

絵本製作 

ボランティ

ア参加： 

約 200 組 
 

 

絵本受取： 

約 1 万人 



動に参加していただくよう
促す。学校など集まって切り
貼りボランティアを実施す
る際の感染防止策。 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜報告＞ 
計画進捗：在宅でできるボラ
ンティアということで約200
名の方が切り貼りボランテ
ィアに参加した。約 850 冊の
絵本をスンバ島へ発送した。
スンバ島において絵本受け
取り時に現地郵便局に支払
う手数料が高い。10 回の発
送で合計 2 万円ほど。その
他、日本からの発送費もあり
継続方法を検討したい。 
 
 
活動成果： 
日本全国の個人、団体、企業
等から絵本製作ボランティ
アに参加。 
 
 
 

⑤農業復興事業 
 
事業名称： 
東スンバ県 43 か村における
農村開発支援事業調査 
 
 
支援実施に向けたモニタリ
ング調査を行った。支援予定
だったプライラギナ村は他
の NGO が支援することが決
定したため、活動地域から除
外することになった。 
 
その他、以下の項目を調査し
支援が行えるようモニタリ
ングを実施した。 
 
①給水施設整備関連調査 
②農業復興基盤整備関連調査  
③農業グループ組織化関連調査 
④環境保全・土壌改良関連調査 

通年 

 

インドネシ

ア共和国 

スンバ島 

東スンバ県 

ハハル郡 

ムバタプ

フ村、 

レワ郡カ

ンバタウ

ンドゥツ

村および

マタワイ

パワリ村

の 3か村 

 

２名 

 

インドネシ

ア共和国 

スンバ島 

東スンバ県 

ハハル郡 

ムバタプ

フ村、 

レワ郡カ

ンバタウ

ンドゥツ

村および

マタワイ

パワリ村

の 3か村

の貧困農

家 

 

151 名 



 
⑥バリ島給水事業 
 
事業名称： 
水道組合設立及び住民主体
の持続的な水道事業運営に
向けた基盤構築事業（新規事
業、3 年間事業の 2 年目） 
 
 
活動目的： 
生活用水が使用できていな
い1,152世帯3,629人を対象
にして老朽化して水供給が
困難な状況を改善していき
健康で安全な生活が出来る
ようにする。治水機能向上の
ための住民主体の植林活動。 
 
 
活動計画：管理面 
・ブダワ村での顧客リストの
作成 
・住民のプロジェクトへの理
解醸成 
 
技術面 
・貯水池、配水池の改善 
・水道管の修繕 
・水源地周辺への 1000 本の
植林 
 
＜報告＞ 
計画進捗： 
管理面では水を利用する顧
客リストを作成した。住民が
プロジェクトを理解し工事
などに参画した。技術面では
貯水池や配水池の改善や維
持管理の技能を習得した。水
道管修繕の現地調査や管路
シミュレーションを行った。 
 
管路における体系的な工事
の経験が村に蓄積されてい
ないことから、管路の敷設場
所、敷設管路の種類等の選定
が村の人には難しかった。解
決方法としてウダヤナ大学
と MoU を締結し、現地での調
査に協力してもらう。その結
果、管路の敷設場所と敷設管
路の種類の選定を現地調査
の結果から実施することが
できた。 
 
 活動成果： 
・顧客リストの完成 
・村人の工事への参画 
・工事計画の立案 
 
 

通年 

インドネシ

ア共和国 

バリ島 

ブレンゲ県

プダワ村の

6 集落 

4 名 

 

インドネシ

ア共和国 

バリ島 

ブレンゲ県

プダワ村の

6集落のう

ち水の確保

が難しい貧

困家庭 

 

1,152世帯 
3,629 人 

 
＜日本での啓発活動＞ 
 
①講師派遣 3回 
大学生に講義を実施。学生向
けに国際協力についての講
義を職員が行った。 

 

 

①6/21 

7/13 

 

 

①香川県の

大学と東京

3 名 

 

 

①大学の 

講義選択者

 
 
 
 

① 
受講者 

約 100 名 



 
 
 
 
 
 
 
 
②有料オンラインイベント 
 7 回実施 
 
国際協力を身近に感じ、ま
た広報するため現地の食文
化や映画から学ぶイベント
や学びを深める学習会など
を実施。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③YouTubeにて 8本の動画を
公開 

 LIFE の行うボランティア
活動や現地での活動レポ
ートなどの動画を公開し
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④無料オンラインイベント7
回実施 

 職員との交流会やボラン
ティア参加者への説明会、
活動紹介などを実施した。 

 
 
 
 

9/8 

計 3 回 

 

 

②～⑤ 

日本国お

よびイン

ターネッ

トにアク

セスでき

るもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都の大学 

 

 

 

② 

11/13 

12/11 

1/22 

2/19 

3/5 

3/12 

3/19 

 

 

③ 

5/16 公開 

7/24 公開 

8/7 公開 

9/27 公開 

10/8 公開 

10/13 公開 

10/13 公開 

3/9 公開 

 

 

 

 

 

 

④ 

5/22 

6/12 

6/26 

8/13 

8/20 

8/27 

および国際

協力に興味

がある学生 

 

②～⑥ 

国際協力や

インド、イ

ンドネシア

に興味のあ

る市民 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

② 
5 名 
2 名 
12 名 
6 名 
4 名 
2 名 
3 名 

計 34 名 
参加 

 
 
 
 
 

 

③ 

79 回 

55 回 

36 回 

18 回 

61 回 

13 回 

13 回 

14 回 

計 289 回 

再生 

 
※2022/6/6
時点での再

生数 

 

 

④ 

20 名 

6 名 

１名 

3 名 

30 名 

1 名 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤オンライン出展２回 
・メーデー中央大会 
・ グ ロ ー バ ル フ ェ ス タ
JAPAN2021 
外部の団体が主催するオ
ンラインイベントに情報
を掲載した。 

 
 

 
 
 
⑥広報展示リレー企画 

(アート×SDGs) 
 

展示場所は駿河台(4 月)、日
比谷(5月～)の２か所で実
施。千代田区の複数施設が
協力し、アート作品およ
び、アートに込められた環
境への思いを展示。ＬＩＦ
Ｅは環境問題に取り組む
団体として情報提供およ
び活動紹介を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都千

代田区 

駿河台お

よび日比

谷 

10/9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

4/29 

10/9～ 

10/10 

 

 

4 月 

5 月～ 

8 月末 

 

 

 

6 名 

計 67 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤約 
100 名 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑥約 
100 名 

 
 
＜日本での活動＞ 
 
国際理解を広げるためのボ
ランティア・活動参加呼びか
け 
 
①リサイクル寄付 
ハガキや切手、本等のモノの
寄贈呼びかけ 
 
②資金化ボランティア 
切手の仕分けや集めた切手
等を資金化しやすいように
整理する活動 
 
③事務局ボランティア 
動画編集、SNS 投稿内容の考
察、ハガキや切手のカウント
等の事務局の補助。 
 
④スンバ島ポンプ開発ボラ
ンティア 
設計や土木に知識のあるボ

通年 

東京都千代

田区を含め

た日本全国 

 

上記に加え

④～⑥は 

インドネシ

ア共和国 

スンバ島 

東スンバ県 

も含む 

３名 

国際協力に

興味がある

一般市民お

よび団体等 

 

上記に加え

④～⑥は 

インドネシ

ア共和国 

スンバ島 

東スンバ県 

の水および

本へのアク

セスが乏し

 
 
 
 
 
 
 
 

①約 100
組 
 

②6 組 
 
 
 
 
 

③２名 
 
 
 
 

④２名 
 

⑤２組 



ランティア２名がポンプ開
発に必要なデータを計算し
設計図を提案した。 
 
⑤ガーゼマスクと布マスク
をスンバ島へ寄贈 
寄贈の申し出が日本からあ
り、現地に確認したところ必
要との連絡が入りスンバ島
へガーゼマスク 200 枚、布マ
スク 141 枚を発送。現地では
マスクが手に入りにくいた
め農村を中心に配布した。 
 
 
 
 
⑥絵本の翻訳貼りボランテ
ィア 
※詳細は＜インドネシア④
を参照＞ 
 
 

い農村  
 

上記に加
え④～⑥
はインド
ネシア共
和国 

スンバ島 
東スンバ
県農村地

域 
 

④約 
1000 人 

 
⑤341 名 

 
※個人 

団体含む 
 

※絵本の
翻訳貼り
ボランテ
ィア 

※詳細は
＜インド
ネシア④
を参照＞ 

 
 

 

 

（２）その他の事業                    （事業費の総費用【    】千円） 
定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

 なし 

  

  

 


